　　　　　　　　●高病原性鳥インフルエンザについて

　　　−　大阪府獣医師会災害時における動物救護等対策委員会　−

　東北地方で白鳥から高病原性鳥インフルエンザウイルスが検出され、また、今後も本病の発生が危惧されています。

大阪府獣医師会災害時における動物救護等対策委員会では、感染症対策も担当している事から、高病原性鳥インフルエンザに関しての資料をまとめました。

資料作成にあたりましては、堺市開業の中津　賞先生、大阪府北部家畜保健所所長　西池公男先生にご尽力いただきました。

（付属資料）

　資料１：高病原性鳥インフルエンザ監視体制

　　　　　大阪府の監視体制をチャートで示しています。

　　　　　疑いのある鳥類を診察した際の連絡先も記載しています。

　資料２：ニワトリにおける症状

　資料３：大阪府の感染症関連のホームページ等

　　　　　高病原性インフルエンザをはじめ、大阪府がサーベイランスを行っ

　　　　　ている感染症などの情報が得られます。

◎開業獣医師が注意すべき点

現在日本では、多くの野鳥が感染していたり、一般家庭で飼育されている鳥類への感染が危惧されているという事ではありませんが、日々の診療で一般市民との接点となり、また野生鳥獣救護活動を行うにあたり、開業獣医師の先生方の参考となるよう、情報を整理してみました。

（高病原性鳥インフルエンザウイルスについて）

○国際獣疫事務局によって、家禽に病原性が高いと判断されたＡ型インフルエ

　ンザウイルス。家禽ペストと言われていた。

○鳥に感染する他のインフルエンザとは定義が異なる。

○H５またはH７亜型に分類され、このうち、人への感染が報告されたのは、

　H５N１、H７N２、H７N３、H７N７の亜型である。

○野鳥に対する病原性の強さは種差がある。

　感受性が高い：ガン・カモ類、シギ・チドリ類

　やや感受性が高い：カモメ、アジサシ

　時に感染するもの：海鳥、キジ・ヤマドリ等の陸生の狩猟鳥、ダチョウ類

　稀に感染するもの：ツル、鳴禽類、ワシ・タカ類

○ニワトリ、アヒル、ウズラ、七面鳥では、家畜法定伝染病。

　飼い鳥や野鳥は、対象外。

　平成20年より、H５N１型は感染症法２類感染症に指定。

（鳥での症状）資料２参照

○神経症状(首曲がり、沈うつ)

○出血／壊死　鶏冠(とさか・顔面の浮腫等)、
　　　甚急性例＝血管内皮障害→急死
○呼吸器症状、咳、呼吸困難
○消化器症状(下痢、食欲減退等)
○死亡率は、高い場合には100％に達する
　甚急性死亡例ではこれらの典型的な病変が認められないことが多い。 

★野鳥等では、症状で感染を判断する事はほぼ不可能。

　（保護された野鳥では、多く見られる症状であるため）

（検査方法）資料１参照

○簡易検査キット：エスプライン　インフルエンザA＆B−N　富士レビオ（株）
　検体：喉頭粘膜を付属の綿棒で擦過
　非特異反応が多く、確定診断はできない。

○確定診断は家畜保健衛生所での、特異抗体検出、PCR検査、病原体検出検査。

　★疑わしい症例は、家畜保健衛生所へ

　　北部：０７２−８２６−０３３２　

　　南部：０７２−４４５−０５２８

　　その他相談等は：動物愛護畜産課　畜産衛生グループ　

　　　　　　　　　　０６−６９４４−６７４５

（診療にあたっての注意事項）資料１、資料３参照

★高病原性鳥インフルエンザウイルスは、鳥に感染しても比較的短期間で消失

　し、鳥の体外でも乾燥・紫外線に対してきわめて弱く、短期間で失活する。

★人への感染例は、鶏とともに生活し、解体調理も行う等濃厚な接触があった

　場合で、高病原性鳥インフルエンザに関しては、容易に人へ感染するウイル

　スとは言えない。

★しかし、万が一に備えて、十分な備えはしておかなければいけない。

　野鳥の診療や疑わしい症例を診察する際には次のような点に留意する。

①　ウイルス防御機能を備えたマスク（N—９５規格、手袋、帽子を使用し、

　　ディスポーザブルとする。着衣も消毒スプレーで消毒する。

②　人のインフルエンザワクチンの接種をうけ、万が一感染した場合に変異を

　　おこさせないようにする。

③　野鳥の死体は病院へは入れず、家畜保健衛生所へ連絡する。

④　野鳥の受け入れの際には、感染防御意識を持って治療飼育管理を行い、他

　　の鳥類などに接触させない。

　　受け入れ時に、簡易検査キットの使用も考える。

⑤　死体は安易に解剖しない。

　　死体は、丈夫なビニール袋を２重にして保管し、動物愛護畜産課、家畜保

　　健衛生所に連絡する。

　　死体は冷蔵するとウイルスが生存し続けるので注意する。

★　消毒：アンテックビルコンS(Bayer社)の500倍希釈液

　　　　　その他、通常の診療で用いている濃度の塩素系等の消毒薬で有効。

★　発生状況、大阪府の対応、一般市民向けへの資料等は、大阪府動物愛護畜

　　産課ホームページをご覧ください。

★　届け出書式等は、大阪府動物愛護畜産課　畜産衛生グループ　畜産の広場

　　をクリックしてください。

　　大阪府動物愛護畜産課ホームページ

　　http://www.pref.osaka.jp/doubutu/index.html
以上

